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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、特別支援教育に関わるスタッフトレーニングプログ

ラムを開発し、その有効性を検討することである。そのため、1.ABA基礎知識テスト（KT-ABA

）の開発、2.KT-ABAの妥当性の検討、3.研修プログラムの作成（テキスト、ワークブック、研

修DVD）、4.研修プログラムの妥当性の検討を行った。 

その結果、以下のような知見が得られた。 

開発したABA基礎知識テスト（KT-ABA）は、ABAの基礎知識の学習後有意に得点が増加している

ため、学習の成果をよりよく反映していると考えられた。KT-ABAは妥当性、有用性の高いテス

トであることが示された。開発した訓練プログラムは、ABAの基礎知識を指導する際に効果的で

あった。しかしながら、知識の学習だけでは実際の指導スキルの改善は十分ではなかった。し

たがって、特別支援教育に関わるスタッフの指導においては、知識の学習と指導スキルの指導

を実際の場面で行っていかなければならない。 

特別支援教育に関わるスタッフのトレーニングでは、従来スタッフ・教員研修で行われている

講演や講義などのレクチャー形式の指導だけでなく、実施の指導場面での指導が重要で、今後

の教員研修の在り方に反映させていく必要がある。  

 
研究成果の概要（英文）：This research has two purposes, one is developing training 
program for the staffs who are working with developmental disabilities, and the other 
is to examine the usefulness of this program. (1) We developed basic knowledge test of 
Applied Behavior Analysis (KT-ABA) and (2) examined the validity and usefulness of 
KT-ABA. (3) Training program, including a textbook, workbook and DVD, was 
developed. (4) The validity and usefulness of training program was examined.  
Important results were obtained. 
It was thought that KT-ABA would reflect the learning of ABA basic knowledge 

because the score increased after learning. KT-ABA showed the validity and usefulness. 
The staff training program we developed was useful to teach the basic knowledge of 
ABA. However, it was not enough well to learn knowledge for changing teaching skills. 
Then, both learning knowledge and skill training (on the job) should be necessary for 
the effective staff training. 
We recommend that not only lecture but also on the job training should be given for the 
staff training. 
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１．研究開始当初の背景 

障害のある児童・生徒への応用行動分析に
基づく指導法の有効性はこれまで多くの研
究で示されてきた。障害のある児童・生徒の
発達の促進や適応行動の習得は、その指導に
直接関わるスタッフの資質に大きく依存し
ている。しかしながら、応用行動分析の理論
や技法を障害のある児童・生徒の指導に直接
関わるスタッフに、どのように指導していく
かについては、これまでわが国ではほとんど
実証的な研究が行われていない。 

スタッフの資質向上に関する研究は、欧米
ではすでに 1970 年代から組織行動マネージ
メント（OBM）の一つとして、多くの職種を
対象に行われてきている。例えば、デイケア
センターのスタッフ（Parsons, Rollyson, 

Reid，2004）、レスパイトケアスタッフ（Neef，
et．al．，1986）入所施設スタッフ（Feldman，
1992）、ジョブコーチ（Mank，et．al．，2000）
などで実施されてきている。 

国内では谷、島宗（2001）や島宗（2004）
が組織行動マネージメントに基づく教員指
導を報告している。それらの研究を踏まえて、
応用行動分析の技法を用いた組織行動マネ
ージメントを行うことで、スタッフの資質向
上に有効でかつ効率のよいトレーニングプ
ログラムの開発を行うことが本研究の学術
的な特色のひとつである。 

本研究で開発するトレーニングプラグラ
ムによって、スタッフの資質向上が効率よく
達成され、その結果として障害のある児童・
生徒への教育サービスが著しく向上するこ
とになると予想される。 

加えて、このトレーニングプログラムは特
別支援教育に関わるスタッフだけでなく、福
祉や医療なとの対人サービスに関わるスタ
ッフ全般に適用可能であると考えられる。 

 

２．研究の目的 

これらの点を踏まえて、本研究ではテキス
トと講義（もしくは DVD による自習学習）
で基礎的知識を、ロールプレイによって実践
的なスキルの学習を行う。その後、実際の指
導場面（スタッフの所属する学校）での実地
指導（on the job training）を行う計画であ
る。実地指導ではスタッフの所属する学校の
特別支援コーディネーターと共に指導を行
うことで、特別支援コーディネーターのマネ
ージメントスキル、コンサルタントスキルの
育成を図る。すでに予備研究によってこのテ
キストと DVD での学習の有効性が予想され
ており（岸下、谷、2005、2006）、基礎的知
識の学習後に実施予定であるロールプレイ
の予備的研究も実施している（二井、谷、
2005）。 

 

 

３．研究の方法 

（1） 行動分析基礎テスト（KT-ABA）の作成、
妥当性の検討を行う。KT-ABA を作成し、その
妥当性を、従来から用いられている類似のテ
ストである KBPAC との比較、研修前後の得点
の変化などから検討する。 
（2） 自主学習用 DVDの作成とその有効性の
検討を行う。自習用の DVD、テキスト、ワー
クシートを作成する。 
（3）実際の指導スキルの変化を測定するた
めの行動観察項目を作成し、研修後の指導ス
キルの変化を検討する。変化が見られないこ
とが従来の研究からは想定されるため、変化
が見られなかった場合には OJT（On The Job 
Training）による指導を行う。 
 
 
４．研究成果 
(1)研修の成果を検討するための知識テスト



を作成し、その妥当性の検討を行った。作成
したテスト（KT-ABA：以下 KT-ABA）は 41 項
目の選択式のテストで、約 30 分で回答でき
る簡便なものであった。 

 
 

 表１ KT-ABA の得点比較 
 
(2)KT-ABA を用いて認定行動療法士の資格

を持つ専門家、学部学生、教師、保護者を含
むその他を対象に得点の比較を行った（表 1）。
その結果、専門家群が最も得点が高かった。 
KT-ABAの妥当性について、従来から用いら

れている類似のテストである KBPACとの比較
検討を行った。その結果両テストは高い相関
があることが認められた（r=.443）。 
 
(3)次に、これまで行動分析の学習経験のな

い教師や施設指導員を対象に、本研究で作成
した研修プログラムを実施し、実施前後の
KT-ABAと KBPAC得点の変化を測定した（図 1）。
その結果、両テストともに研修後に得点の増
加が見られたが、KT-ABA の得点の変化は
KBPAC よりも大きく、研修成果に対する感受
性が高いことが考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 研修後の両テストの得点変化 
 
(4) 研修用の DVD とテキスト及びワークシ

ートを作成し、それを用いて教員、施設指導
員の研修を行った。これまでの研究と同様に、

研修によって ABA基礎知識の習得が見られた。 
 
 (5)研修前後の実際の指導スキルの変化を
10 項目の行動評定によって検討を行った。そ
の結果、指導技術の明らかな改善は見られな
かった（図 2）。そのため、OJT による指導
を行い、指導技術の向上を試みた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 指導スキルの変化 
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